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後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

の
構
成
は
、
市
長
、
町
村
長
、
市
議

会
議
員
、
町
村
議
会
議
員
か
ら
各
８

名
ず
つ
の
計
32
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
規
約
変
更
で
は
、
構
成
各

市
町
村
か
ら
１
名
を
、
市
町
村
長
又

は
議
会
の
議
員
か
ら
各
市
町
村
の

議
会
で
選
挙
に
よ
り
選
出
し
、
各
市

町
村
の
計
45
名
に
改
め
ま
す
。

　

た
だ
し
、
本
規
約
変
更
は
、
熊
本

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
加

盟
の
す
べ
て
の
議
会
の
承
認
が
必

要
な
た
め
、
施
行
期
日
は
熊
本
県
知

事
の
許
可
が
あ
っ
た
日
か
ら
と
な

り
ま
す
。

　

湯
の
児
か
ら
津
奈
木
町
に
向
か

う
県
道
水
俣
田
浦
線
に
お
い
て
、
現

在
、
道
路
の
改
良
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
工
事
後
に
旧
道
と

な
っ
た
区
間
（
全
延
長
１
，
３
３
４

メ
ー
ト
ル
）
を
市
道
と
し
て
認
定

す
る
も
の
で
す
。

市
道
の
路
線
認
定

熊
本
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
組
合

の
規
約
変
更

９月定例会の報告
平成30年度一般会計補正予算
条例の制定などを可決

●
水
俣
市
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
基
金
条
例

　

寄
附
金
を
財
源
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
子
ど
も
た
ち
の
遠
征
費
、
横
断

幕
作
成
費
な
ど
サ
ポ
ー
ト
す
る
目

的
で
基
金
を
設
置
し
ま
す
。

●
水
俣
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
の
減

額
に
関
す
る
条
例

　

市
税
の
課
税
誤
り
に
関
し
、
市
長

及
び
副
市
長
と
し
て
総
括
的
な
管

理
監
督
責
任
が
あ
る
も
の
と
し
、
給

与
の
10
分
の
１
の
額
を
１
カ
月
分

減
額
し
ま
す
。

●
水
俣
市
ふ
る
さ
と
大
好
き
寄
附
条
例

の
一
部
を
改
正

　

ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー

基
金
創
設
に
伴
い
、
現
行
の
ふ
る
さ

と
納
税
充
当
項
目
の
名
称
を
改
め

る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

放
課
後
学
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員

の
資
格
を
緩
和
す
る
も
の
で
す
。
新

た
に
免
許
更
新
を
行
っ
て
い
な
い

が
、
教
職
員
資
格
を
持
つ
者
、
専
門

職
大
学
（
２
０
１
９
年
よ
り
制
度

が
ス
タ
ー
ト
）
の
前
期
課
程
を
修

了
し
た
者
も
対
象
と
し
ま
す
。

●
水
俣
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

　

家
庭
的
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
改
定
で
す
。（
現
在
水
俣
市
に

は
該
当
す
る
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
水
俣
市
児
童
館
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　

水
俣
市
児
童
館
の
施
設
改
修
が

終
了
し
ま
し
た
。
今
後
、
多
世
代
交

流
の
促
進
に
向
け
目
的
外
利
用
料

金
を
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
設
定

す
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
病
院
事
業
の
設
置
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

水
俣
市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の

病
床
数
を
４
０
１
床
を
３
６
１
床

に
変
更
し
ま
す
。

《
新
た
な
条
例
制
定
》

《
現
行
の
条
例
改
正
》

条
　
　

例

【平成３０年度　補正予算】 （千円）
会　計　名 補　正　額 補正後の額

一般会計 ２５３，３４６ １５，９８０，５５８

国民健康保険事業 ２７０ ３，８３３，８８２

後期高齢者医療 ３８０ ４０８，６４３

介護保険 　７８，５００ ３，６１３，５１０
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補
正
予
算
の
主
な
も
の

●
災
害
復
旧
予
算

　
　
　
　
　
　
　
３
，
８
５
２
万
円

　

７
月
７
日
の
豪
雨
災
害
の
農
林
水
産

施
設
、
公
共
土
木
施
設
、
民
生
施
設
の
復

旧
工
事
に
要
す
る
費
用
で
す
。

●
生
ご
み
処
理
容
器
資
材

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
５
万
円

　

生
ご
み
処
理
容
器
（
キ
エ
ー
ロ
）

２
５
０
基
分
の
原
材
料
費
で
す
。

●
小
田
代
農
免
農
道
流
末
排
水
路
等
改
修
工

事

　
　
　
　
　
　
　
１
，
２
３
０
万
円

●
湯
の
鶴
温
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
湯
舟
枠
取
替

工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
５
万
円

●
小
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
工
事

　
　
　
　
　
　
　
５
，
１
０
３
万
円

　

地
震
に
よ
る
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る

市
内
11
校
中
、
６
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去

及
び
フ
ェ
ン
ス
設
置
に
要
す
る
費
用
で

す
。

●
小
中
学
校
空
調
設
備
設
置
設
計
業
務
委
託

料

　
　
　
　
　
　
　
１
，
２
７
７
万
円

　

今
年
度
中
に
設
計
を
完
了
し
、
来
年
度

に
１
４
０
教
室
へ
の
設
置
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

●
徳
富
蘇
峰
・
蘆
花
生
家
衣
屋
蔵
梁
修
繕
工

事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
７
６
万
円

●
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
基
金
積
立

金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
万
円

　

寄
附
金
を
財
源
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工
事

　
　
　
　
　
　
　
１
，
５
８
９
万
円

●
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
工
事

　
　
　
　
　
　
　
６
，
０
０
０
万
円

　●
陳
第
１
号
　
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ

と
全
国
一
律
制
度
及
び
、
開
か
れ
た
最
低

賃
金
審
議
会
の
あ
り
方
を
求
め
る
陳
情
に

つ
い
て

●
陳
第
２
号
　
「
水
俣
川
河
口
臨
海
部
振
興

構
想
事
業
計
画
」
に
対
す
る
市
民
説
明
会

を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

●
陳
第
４
号
　
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
に
つ

い
て

　

慎
重
審
議
を
要
す
る
た
め
、
い
ず
れ
も

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
六
次
総
合
計
画
策
定
審
議
会
委
員

に
谷
口
明
弘
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

陳

情

選

任

《特別委員会》
●一般会計決算特別委員会を設置（審査は10月23日から10月25日予定）

正副委員長 委　　　　　　　　員

（委員長）
牧　下　恭　之

小　路　貴　紀 岩　村　龍　男 谷　口　眞　次

（副委員長）
桑　原　一　知

塩　﨑　達　朗 髙　岡　朱　美
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議 案 等 の 審 議 結 果
賛否の分かれた議案等

会派

議員名

議案等

政進クラブ 真志会 無限21 日本共産党

自

民

党

公

明

党

水

進

会

一

ノ

會 結
　
　
果

中
村　

幸
治

田
口　

憲
雄

岩
阪　

雅
文

岩
村　

龍
男

谷
口　

明
弘

塩
﨑　

達
朗

桑
原　

一
知

谷
口　

眞
次

藤
本　

寿
子

田
中　
　

睦

野
中　

重
男

髙
岡　

朱
美

松
本　

和
幸

牧
下　

恭
之

小
路　

貴
紀

福
田　
　

斉

議第79号

工事請負契約
（水俣市文化会
館空調設備改修
工事）の締結に
ついて

□反 欠席 □反 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 □反 □反 □反 □反 □反 退席〇賛 〇賛 議長

否
　
決

（賛成討論）

〇政治倫理条例の違反を断定せずして、抵触する恐れという抽象的な理由を議会が
正当化して、議案を否決する行為は余りにも危険である。市民や地元企業から政争
の具と受け取られてしまった場合、議会への信頼と信用は一気に失墜する。
〇議会が定めた政治倫理条例を持ち出すのであれば、まずは議会で白黒つけてから
採決すべきである。議員という立場でありながら、十分な調査や議論も行わず、そ
の後の影響等も考慮せずに、数に任せて否決することは断じてやってはならない。
〇これまでの市発注の公共工事において、単独及び共同企業体（ＪＶ）として問題
がなかった会社との契約であり、政治倫理条例上の疑義として合致しないことは明
白であることから、条例を曲解する誤った判断である。

（反対討論）

〇本契約の建設工事共同企業体協定書の第６条にて、当企業体の代表者が議員の
配偶者であること。第７条にて、代表者の権限を持つことができる議員の配偶者
を代表とする共同企業体との契約は、水俣市政治倫理条例第１条や第５条等に違
反する可能性がある。
〇今回の請負工事は、飯塚電機が水俣の事業者と共同企業体を作って請ける計画
であるが、この共同企業体の代表は松本和幸議員の配偶者である。よって、この
請負契約は政治倫理条例に抵触する。

議第81号

熊本県後期高齢
者医療広域連合
契約の一部変更
について

〇賛 欠席〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 □反 □反 〇賛 〇賛 〇賛 議長

可
　
決

（賛成討論）

討論なし

（反対討論）

〇本改編案は、①人口74万人の熊本市と1,000人の五木村の議席配分が同数である
こと　②制度の執行権者である首長が評決することの矛盾　③現議会で、本案が
議論されていないなどの諸問題があり、賛成できない。
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厚 生 文 教厚 生 文 教 総 務 産 業総 務 産 業
　専決処分の報告及び承認１件、条例の制定１件、
条例の一部改正５件、補正予算３件、契約の締結
１件、決算４件

●水俣市スポーツキッズサポーター基金条例の制

定について

　スポーツを通した子どもたちの健全育成を推進
することを目的として、寄附金等を財源とする基
金を設置し、基金の管理及び運営等を円滑かつ効
率的に行うため、制定するもの。

質疑―基金運用の考え方は
答弁―利息だけで運用するのは難しいため、寄附

金を取り崩して活動に係る資金として支出
するが、一般財源をできるだけ持ち出すこ
とがないよう、寄附金の中で、進めていき
たい。

●平成30年度水俣市一般会計補正予算（第４号）
中付託分について

　介護予防地域づくり事業、小中学校空調設備整
備事業、小・中学校施設維持管理費、スポーツ
キッズサポーター関連事業等を計上するもの。

質疑―小中学校のブロック塀撤去工事のフェンス
設置の考え方は

答弁―原則、敷地の境になっている箇所はフェン
スを設置するが、敷地の中にあるものにつ
いては、ブロック塀の撤去のみ行う。

質疑―小中学校の空調設備の設置の予定は
答弁―国へ提出した事業計画では、今年度中に設

計を行い、来年度設置予定である。

●工事請負契約の締結について

　水俣市文化会館空調設備改修工事請負契約の締
結をするもの。
討論―水俣市政治倫理条例に抵触する恐れがあり、

議会としてはっきりとした対応を示すべき
と思われるため反対であるとの意見と、共
同企業体の構成員である飯塚電機工業株式
会社水俣営業所はこれまでも本市の他の工
事を受注されており、今回も契約担当課に
おいて所定の手続きのもとで仮契約が行わ
れており、問題がないと思われるため賛成
であるとの意見があり、採決の結果、賛成
少数で否決されました。

　専決処分の報告及び承認１件、条例の制定１件、
条例の一部改正１件、補正予算２件、市道の路線
認定１件、決算２件、陳情（継続分）３件

●平成30年度水俣市一般会計補正予算（第３号）
中付託分について

質疑―豪雨による農地災害の発生状況は
答弁―復旧工事の申請が、例年、５件前後あるが、

昨年は０件であった。今年は７件申請が
あっており、例年と比べると多い。

質疑―豪雨で被害を受けた道路について、通行が
できる状況であるか

答弁―片側通行等で対応しており、全面通行止め
の箇所はない。

●水俣市ふるさと大好き寄附条例の一部を改正す
る条例の制定について

質疑―事業の区分を変更した経緯は
答弁―スポーツキッズサポーター基金の創設に伴

い、現状との整合性を取り、条例全体の体
裁を整えたものであり、スポーツキッズサ
ポーター基金に関する追加部分を除けば、
内容的に変更はない。

●平成30年度水俣市一般会計補正予算（第４号）
中付託分について

質疑―軽自動車税と固定資産税の課税誤りがあっ
た件について、対応方法や対応状況は

答弁―対象者に謝罪文書を送付し、戸別訪問等によ
り、詳細な説明を行った。すでに、軽自動
車税を追加で納付いただく全61名の方から
了承をいただいた。固定資産税を還付する
こととなる対象者にも謝罪と説明を終えた。

質疑―林地台帳整備業務委託料の内容は
答弁―来年４月１日から自治体で市町村における

森林の管理を行うことになり、林地の場所
や所有者などの情報を林地台帳として整備
するための委託料である。

●水俣市長及び副市長の給与の減額に関する条例
の制定について

質疑―市税の課税誤りに関し、市長及び副市長の管
理監督責任があるとのことだが、課税誤りの
対象期間は、前市長の任期中ではないのか

答弁―対象期間が前市長の任期中であるが、市民
に対してご迷惑をおかけしたことについて、
現市長が自ら判断したものである。

質疑―過去の市長の任期中の誤りで、その誤りが
発覚した時点の市長の給与を減額した事例
はあるのか

答弁―過去にも同様の事例がある。

＊各常任委員会で交わされた主な質疑の内容です。
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して ～庁舎建替等対策特別委員会の取り組み～
◎先進地視察を終えての委員会視察報告書（感想・意見等の主なもの）

区分 項　目 感想・意見（新庁舎建設時に求めること等）

庁
　
　
　
　
舎
　
　
　
　
全
　
　
　
　
体

防 災 対 策
・浸水対策として敷地の安全なレベルの確保が必要。
・地震対策として免震構造とするなど、あらゆる災害に耐えられる構造であるべき。
・非常時の電源、貯水槽、飲料水の確保を考慮すべき。

利 便 性

・高齢者や障がいのある方等すべての人が使いやすいユニバーサルデザイン等の配
慮が必要。
・駐車場確保や救援物資受入場所等多目的に活用できる１階部分のピロティ方式は
評価できる。その場合、階段のほかエレベータ、エスカレータの設置も必要。
・総合窓口やコンシェルジュ（案内人）を配置するとともに、来庁者が多くの窓口
を回らなくて済むワンストップサービスの実現が必要。
・受付状況がわかるモニター表示の導入。
・市民が利用可能なコミュニティスペース（会議室・喫茶室等）
　が必要。
・国道３号や周辺道路からのアクセスにも配慮してもらいたい。

経済・環境

・地元産資材（木材等）を積極的に活用すべき。
・地元業者に可能な限り発注できるようジョイントベンチャーや下請受注等、地元
経済の活性化につながるよう配慮が必要。
・太陽光や地熱、夜間電力等をはじめ、新エネルギー、省エネルギーの利活用に努
めること。
・ＬＥＤ照明や日照に応じた調光センサーなどの導入。

そ の 他

・庁舎建設の過程や完成後においても市民等に理解・関心をいただけるよう十分な
情報発信に努めること。
・水俣の個性（環境や蘇峰・蘆花、地元企業製品等）をアピールする展示コーナー
を設けるべき。

議
　
　
会
　
　
機
　
　
能

議 　 場

・議場内・傍聴席の段差解消、スロープ設置や車椅子に対応するバリアフリーの検
討が必要。
・傍聴席への案内表示、導線の工夫や本会議場入口を
　議員側、執行部側別に設ける等効率的な導線の検討
　が必要。
・育児者等が利用できる傍聴室（町田市）や別室でモ
　ニター傍聴（甲府市）は導入検討したい。

会 議 室 ・全員協議会室、２つの常任委員会が円滑に行える会議室の確保が必要。
議 員 控 室 ・議員が政務調査活動等を行うための専用の会派室が必要。

議会図書室
・パソコンやプリンター、インターネット環境を備えるべき。
・市民等も利用しやすい明るい図書室が望ましい。

そ の 他
・議会への関心を高めるとともに、行事等を広報するツールとしてモニターの利活
用を検討すべき。
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市民のためのより良い庁舎建設を目指 
◎庁舎建替等対策特別委員会メンバー
　（委 員 長）中村幸治　　小路貴紀　　谷口明弘　　藤本寿子　　野中重男
　（副委員長）松本和幸　　桑原一知　　田口憲雄　　谷口眞次

◎これまでの主な活動
　平成28年度（10回開催）
　　・行政庁舎再建等についての財源について、「国庫補助制度の創設を求める意見書」提出
　　・仮庁舎移転に伴う庁舎機能、議会開催場所等について協議
　平成29年度（９回開催）
　　・新庁舎建設基本構想（基本理念、庁舎機能、建設地等）について協議
　　・新庁舎建設基本設計・実施設計業務（公募方法等）、今後のスケジュールについて協議
　平成30年度（９月末時点で５回開催）
　　・新庁舎建設基本設計業務スケジュール、市民ワークショップ、建物配置方針等について協議
　　・先進地視察
　　・新庁舎建設基本設計に係る建物配置・平面図案等について協議

　８／７（火）山梨県甲府市役所

　８／８（水）東京都町田市役所

　８／９（木）埼玉県桶川市役所

 １階部分は駐車場（ピロティ）   議場は議長席を挟んで対面式

 議場は従来式（水俣市と同じ）          　　親子傍聴席

   ２階へ上がるエスカレータ      　見通しの良い窓口フロア

・庁舎１階部分は駐車場（ピロティ）となってい
るほか、市民活動の展示や発表ができる多目的
ホールや観光物産展示コーナー、コンビニあり。
・地下部分に免震ゴムを備えた地震に強い庁舎。
・議場は、議長席を中央に対面式のスタイル。傍
聴席は議員と執行部を横から見渡せる。

・議場は、現在の水俣市と同じ従来式。傍聴者は
演壇で意見を述べる議員や執行部を正面から見
ることができる。
・議席には電子採決システムがあり、採決の結果
が一目瞭然。
・子ども連れ等も安心して傍聴できる親子傍聴席。

・階段、エレベータのほか、２階へ上がるエスカ
レータ設置（甲府市、町田市にもある）。
・多くの方が訪れる窓口フロアは見通しが良く、
わかりやすい案内表示がある。案内をするコン
シェルジュも配置。
・地下熱等を利用した省エネ型の冷暖房補助設備
も備える。

先 進 地 視 察 報 告
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あなたの声を市政に

●岩村　龍男
　１．新庁舎建設について
　２．水俣市の交通行政について
　（１）運転免許自主返納制度について
　（２）コミュニティバス「みなくるバス」につ

いて
　（３）南九州西回り自動車道水俣インターチェ

ンジ（仮称）開通に伴う対策について

●藤本　寿子
　１．水俣川河口臨海部振興構想について
　２．水俣市の野良猫の避妊、去勢などの活動への

支援について
　３．「核兵器廃絶平和都市宣言」について

●桑原　一知
　１．市職員の接遇マナーとモチベーション向上に

ついて
　２．中山間地域の活性化について　
　３．有害鳥獣被害対策について

●髙岡　朱美
　１．観光振興について
　２．障がい者雇用について
　３．水俣市長野地区に予定されているメガソー

ラー事業について

●野中　重男
　１．水俣病について
　２．水俣川河口臨海部振興構想について
　３．「日本の環境首都みなまた」のロゴマークに

ついて
　４．ふるさと大好き寄附条例について

●松本　和幸
　１．児童虐待について
　２．公共下水道事業の地方公営企業への移行につ

いて
　３．下水道区域内の汲み取りについて
　４．国保水俣市立総合医療センターＨＣＵ新設改

修工事入札について
　５．小中学校空調設備設置について

●牧下　恭之
　１．ごみのリサイクルについて
　２．高校生までの医療費無料化について
　３．高齢者の運転免許証自主返納支援について

●谷口　明弘
　１．第６次水俣市総合計画について
　２．庁舎建て替えについて

●小路　貴紀
　１．水俣市スポーツキッズサポーター基金について
　２．多様な住環境の整備について
　３．市保有施設へのエアコン設置について

各議員の写真の下の二次元コードをスマートフォン
などで読み取ると、その議員の一般質問の動画をご
覧いただけます。
※視聴の際のデータ通信料はご自分の負担となります。

紙面から動画にリンク
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問
　
新
庁
舎
建
設
に
つ
い

て
、
完
成
予
定
は
、
平
成

33
年
10
月
、
11
月
移
転
、

12
月
開
設
予
定
と
聞
い
て

い
る
が
、
進
捗
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か

答　

建
設
配
置
の
方
向
性

を
１
案
に
絞
り
込
ん
だ
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
９

月
末
ま
で
に
「
外
構
連
続

整
備
方
針
」
を
作
成
し
、

関
係
者
へ
の
説
明
、
報
告

等
を
行
い
11
月
中
旬
ま
で

に
、
基
本
設
計
の
「
立
面

断
面
や
構
造
、
設
備
、
外

構
な
ど
の
計
画
」
を
作
成

し
、
関
係
者
へ
の
説
明
、

報
告
等
を
行
い
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
た
後
、
本
年
12
月
末
ま

で
に
基
本
設
計
を
完
成
さ

せ
る
予
定
で
あ
る
。

　

な
お
、
基
本
設
計
完
了

後
に
市
民
を
対
象
と
し
た
、

市
民
報
告
会
を
行
い
、
速

や
か
に
実
施
設
計
に
着
手

し
、
実
施
設
計
の
完
了
は

来
年
９
月
末
を
予
定
し
て

い
る
。

問
　
新
庁
舎
建
替
工
事
に

つ
い
て
、
地
元
企
業
へ
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か

答　

地
元
企
業
を
活
用
す

る
こ
と
は
、
地
元
経
済
の

活
性
化
と
い
っ
た
観
点
か

ら
可
能
な
限
り
活
用
で
き

る
よ
う
、
努
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

新
庁
舎
建
設
に

つ
い
て

水
俣
市
の
交
通

行
政
に
つ
い
て

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
み
な
く
る
バ
ス
」
に
つ

い
て
、
新
た
な
路
線
、
停

留
所
の
計
画
は
な
い
の
か

答　

新
た
な
路
線
に
つ
い

て
は
、
人
口
減
少
、
公
共

交
通
の
利
用
者
が
減
少
し

て
い
る
中
、
現
時
点
で
は

追
加
の
計
画
は
考
え
て
い

な
い
。
停
留
所
に
つ
い
て

は
、
現
行
ル
ー
ト
に
大
き

な
影
響
が
出
な
い
範
囲
で

対
応
し
て
い
る
。

問
　
運
転
免
許
自
主
返
納

特
典
制
度
に
つ
い
て
、
特

典
の
見
直
し
の
計
画
は
な

い
の
か
。
例
え
ば
、「
運

転
免
許
経
歴
証
明
書
」
の

申
請
時
の
負
担
な
ど
考
え

は
な
い
か

答　

運
転
免
許
自
主
返
納

特
典
制
度
は
、
平
成
28
年

に
導
入
し
て
い
る
。

　

現
在
の
特
典
の
内
容
は
、

「
み
な
く
る
バ
ス
」「
乗

合
タ
ク
シ
ー
」
の
回
数
券

７
，
５
０
０
円
相
当
を
交

付
し
て
い
る
。

　

特
典
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
免
許
証
返
納
者
が
、

公
共
交
通
機
関
等
を
利
用

さ
れ
る
中
で
、
負
担
感
を

軽
減
さ
せ
る
上
で
も
、
今

後
、
他
市
の
情
報
を
収
集

し
な
が
ら
、
水
俣
警
察
署
、

交
通
安
全
協
会
と
支
援
制

度
の
見
直
し
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
水
俣
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
（
仮
称
）
開
通
に
と

も
な
い
、
交
通
量
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
が
、
事
故

防
止
対
策
の
計
画
、
交
通

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
企

画
は
あ
る
の
か

答　

来
年
の
春
に
は
、
待

望
の
南
九
州
西
回
り
自
動

岩村　龍男  議員

（政進クラブ）

市役所新庁舎建設
　　いよいよスタート
　　　　基本設計年内完了

車
道
が
、
水
俣
市
ま
で
延

伸
さ
れ
る
。
市
外
か
ら
の

通
勤
、
観
光
、
物
流
面
で

の
車
両
は
増
加
す
る
も
の

と
予
想
さ
れ
る
。
な
お
、

事
故
防
止
対
策
の
計
画
等

の
策
定
や
開
通
に
伴
う
交

通
安
全
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

水
俣
警
察
署
、
交
通
安
全

関
係
団
体
等
と
協
議
し
な

が
ら
検
討
す
る
。

問
　
イ
ン
タ
ー
開
通
に
伴

う
企
画
を
各
課
で
計
画
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
な
企
画
が
あ
る
の

か答　

供
用
開
始
を
広
く
周

知
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
機
運
の
醸
成
を
図
る
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

完
成
し
た
自
動
車
道
上
で

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
や

市
内
の
小
売
業
者
の
店
舗

の
魅
力
を
向
上
さ
せ
、
新

た
な
顧
客
を
目
指
し
て
、

店
舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対

す
る
補
助
制
度
を
創
設
を

行
う
。
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水
俣
川
河
口
臨
海
部

振
興
構
想
に
つ
い
て

水
俣
市
の
野
良
猫
の
避
妊
、
去
勢
な
ど
の
活
動
へ
の
支
援
に
つ
い
て

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
に
つ
い
て

問
　
こ
の
事
業
に
対
す
る

説
明
会
を
開
催
す
る
よ
う

議
会
に
陳
情
が
提
出
さ
れ

た
。
日
程
は
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か

答　

本
年
10
月
下
旬
か
ら

11
月
頃
に
予
定
し
て
い
る
。

問
　
お
よ
そ
５
ha
の
公
有

水
面
埋
立
事
業
に
は
、
ど

れ
位
の
費
用
が
か
か
る
か

答　

埋
め
立
て
事
業
に
か

か
る
費
用
は
、
約
30
億
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
埋
め
立
て
に
使
う
高

速
道
路
の
排
出
土
砂
に
つ

い
て
は
、
ヒ
素
な
ど
有
害

物
質
が
混
入
し
て
い
な
い

か
、
調
査
は
す
る
の
か

答　

国
土
交
通
省
で
の
対

応
と
な
る
。

問
　
こ
の
振
興
計
画
は
八

幡
プ
ー
ル
護
岸
の
補
強
も

含
む
と
以
前
議
会
で
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
八
幡
プ
ー

ル
の
土
壌
分
析
を
Ｊ
Ｎ
Ｃ

に
求
め
ら
れ
な
い
か

答　

民
有
地
で
あ
る
た
め

求
め
ら
れ
な
い
。

問
　
地
域
で
の
野
良
猫
に

よ
る
苦
情
を
把
握
し
て
い

る
か

答　

自
宅
で
飼
い
猫
が
増

え
る
多
頭
飼
い
が
原
因
で

そ
の
猫
が
近
隣
の
家
に
侵

入
し
苦
情
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
市
民
に
よ
る
野
良
猫

へ
の
避
妊
、
去
勢
の
取
り

組
み
を
知
っ
て
い
る
か

答　

Ｔ
Ｎ
Ｒ
と
呼
ば
れ
る

有
志
団
体
が
年
に
２
回
、

本
市
に
お
い
て
避
妊
、
去

勢
の
手
術
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
Ｔ
Ｎ
Ｒ
の
支
援

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
活

動
会
場
の
紹
介
、
広
報
掲

載
等
の
支
援
を
し
た
。

問
　
熊
本
県
は
飼
い
主
が

い
な
い
猫
の
避
妊
、
去
勢

手
術
の
費
用
へ
の
補
助
制

度
を
新
設
し
た
。
県
と
の

連
携
は
い
か
が
か

答　

野
良
猫
の
避
妊
手
術

の
際
、
補
助
申
請
は
保
健

所
に
行
う
の
だ
が
、
飼
い

主
が
い
な
い
と
証
明
を
す

る
第
三
者
の
条
件
が
自
治

会
長
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

自
治
会
長
会
で
説
明
し
た
。

問
　
自
治
会
長
に
戸
惑
い

が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
更

に
説
明
を
し
て
欲
し
い

答　

再
度
、
説
明
す
る
。

藤本　寿子  議員

（無限21）

水俣川河口臨海部構想について
　　　　市民への早急な説明会を

問
　
水
俣
市
議
会
で
は
、

い
つ
採
択
さ
れ
た
か

答　

昭
和
60
年
６
月
議
会

で
あ
る
。

問
　
そ
の
内
容
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か

答　

平
和
憲
法
の
精
神
に

の
っ
と
り
「
非
核
三
原

則
」
を
将
来
と
も
遵
守
し
、

あ
ら
ゆ
る
核
兵
器
の
廃
絶

を
緊
急
の
課
題
と
し
て
全

世
界
に
訴
え
、
核
兵
器
の

全
面
撤
廃
と
軍
縮
を
希
求

す
る
。

問
　
こ
の
決
議
を
受
け
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
か

答　

こ
の
宣
言
を
広
く
一

般
に
知
ら
せ
る
た
め
、
旧

庁
舎
入
口
付
近
」
に
看
板

を
設
置
。
ま
た
、
原
爆
投

下
の
８
月
６
日
、
９
日
に

は
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
て

い
る
。

問
　
毎
年
「
原
水
爆
禁
止

国
民
会
議
熊
本
県
協
議

会
」
が
要
請
に
こ
ら
れ
る
。

そ
の
中
に
同
じ
核
の
脅
威

で
あ
る
原
子
力
発
電
か
ら

の
脱
却
と
自
治
体
に
お
い

て
も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

推
進
し
て
く
だ
さ
い
と
要

望
が
あ
る
。
市
長
は
ど
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
か

答　

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
積

極
的
に
導
入
し
た
い
。
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問
　
接
遇
マ
ナ
ー
や
人
材

育
成
な
ど
の
研
修
は
、
ど

の
よ
う
な
方
法
で
取
り
組

ん
で
い
る
の
か

答　

新
規
採
用
職
員
研
修

の
ほ
か
、
採
用
５
年
、
10

年
、
新
任
係
長
、
新
任
課

長
を
対
象
に
し
た
階
層
別

研
修
や
、
税
務
・
契
約
事

務
・
法
制
執
務
な
ど
実
務

に
即
し
た
研
修
も
あ
る
。

ま
た
、
高
度
な
専
門
知
識

を
習
得
さ
せ
る
た
め
、
派

遣
研
修
を
行
う
こ
と
も
あ

る
。
こ
の
他
に
も
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
や
人

事
評
価
者
研
修
、
職
員
を

講
師
と
し
、
会
計
・
契
約

事
務
研
修
な
ど
、
年
間
計

画
を
作
成
し
実
施
し
て
い

る
。 市

職
員
の
接
遇
マ
ナ
ー
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

問
　
職
員
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ
の
た
め
、
課
な

ど
の
目
標
は
上
位
目
線
だ

け
で
は
な
く
、
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
の
要
素
も
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い

目
標
に
な
る
と
思
う
が

答　

そ
の
通
り
で
あ
り
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
要
素
も

取
り
入
れ
て
目
標
を
設
定

し
た
方
が
、
よ
り
現
実
に

即
し
た
目
標
と
な
る
。
ま

た
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
や
、
職
場
の
一
体

感
の
向
上
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

中
山
間
地
域
の

活
性
化

有
害
鳥
獣
被
害

対
策

桑原　一知  議員

（真志会）

中山間地域にさらなる
　　　　　賑わいと活気を

問
　
中
山
間
地
域
の
現
状

と
課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か

答　

久
木
野
地
区
・
東
部

地
区
・
湯
出
地
区
な
ど
、

若
年
層
の
流
出
に
よ
る
高

齢
化
が
著
し
く
、
高
齢
化

率
は
市
全
体
の
37
．
８
％

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

課
題
と
し
て
は
、
道
路
な

ど
生
活
環
境
の
整
備
の
遅

れ
や
、
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
に
よ
る
耕
作
放
棄
地

の
増
加
、
山
林
の
管
理
放

棄
で
の
水
源
か
ん
養
や
土

砂
流
出
な
ど
が
あ
る
。

問
　
今
後
の
中
山
間
地
域

の
道
路
整
備
は
ど
の
よ
う

に
計
画
し
進
め
て
い
く
の

か答　

維
持
管
理
計
画
の
中

で
、
舗
装
の
破
損
範
囲
や

程
度
の
状
況
か
ら
判
断
し
、

市
街
地
や
中
山
間
地
域
を

問
わ
ず
、
よ
り
多
く
の
地

域
で
工
事
を
発
注
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
「
葛
彩
館
」
を
ス

ポ
ー
ツ
関
連
の
合
宿
に
活

用
す
る
な
ど
、
有
効
活
用

は
で
き
な
い
の
か

答　

現
時
点
で
は
活
用
は

難
し
い
が
、
市
と
し
て
も

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に

積
極
的
に
活
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
、
国

な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議

し
て
い
く
。

問
　
中
山
間
地
域
で
の
光

情
報
通
信
網
整
備
の
必
要

性
と
費
用
は

答　

今
後
の
中
山
間
地
域

の
活
性
化
に
は
必
要
不

可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
と
考
え
る
。
ま
た
概

算
見
積
も
り
は
４
億
８
，

０
０
０
万
円
で
あ
る
。

問
　
無
線
を
活
用
し
た
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス

で
の
可
能
性
は
ど
う
か

答　

次
世
代
無
線
通
信
５

Ｇ
が
２
０
２
０
年
に
実
用

化
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、

そ
の
普
及
展
開
な
ど
を
見

な
が
ら
、
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
　
有
害
鳥
獣
の
駆
除
に

対
す
る
補
助
制
度
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

答　

電
気
柵
な
ど
の
防
護

柵
設
置
に
関
す
る
補
助
や

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
な
ど
の

捕
獲
や
狩
猟
に
対
し
て
、

水
俣
市
猟
友
会
へ
の
補
助

を
行
っ
て
い
る
。

問
　
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か

答　

効
果
的
な
捕
獲
を
実

施
す
る
。
ま
た
集
落
全
体

の
取
り
組
み
と
し
て
の
防

衛
及
び
、
自
己
防
衛
の
意

識
を
高
め
る
た
め
の
座

談
会
や
放
棄
作
物
の
始

末
、
有
害
鳥
獣
の
追
い
払

い
、
防
護
柵
の
設
置
な
ど

に
関
す
る
研
修
会
を
開
催

し
、
周
知
・
徹
底
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

葛彩館
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問
　
中
央
省
庁
が
、
障
が

い
者
雇
用
促
進
法
に
基
づ

く
法
定
雇
用
率
の
達
成
率

を
水
増
し
し
て
い
た
が
、

水
俣
市
の
達
成
率
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か

答　

目
標
２
．
５
％
に
対

し
、
１
．
18
％
で
あ
る
。

問
　
そ
の
理
由
は

答　

職
員
採
用
試
験
に
お

い
て
特
別
枠
を
設
け
て
募

集
し
て
い
る
が
、
応
募
が

な
い
年
や
、
あ
っ
て
も
試

験
結
果
が
一
定
基
準
に
達

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
だ
。

問
　
水
俣
の
民
間
企
業
に

お
け
る
状
況
は
い
か
が
か
。

ま
た
、
就
労
意
欲
が
あ
り
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登
録
し

て
い
る
人
数
は

答　

市
町
村
単
位
の
数
値

は
公
表
し
て
い
な
い
と

の
こ
と
だ
。
登
録
者
は

４
１
２
人
、
就
業
中
の
人

が
２
６
７
人
、
求
職
中
の

方
が
１
２
６
人
い
る
。

問
　
障
が
い
者
の
就
労
支

援
事
業
所
の
話
で
は
、
水

俣
で
は
求
人
は
少
な
い
と

の
こ
と
だ
。
行
政
が
働
く

意
欲
の
あ
る
障
が
い
者
を

支
援
す
る
方
法
は
あ
る
か

答　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
協

力
し
、
啓
発
に
努
め
た
い
。

問
　
障
が
い
に
対
し
て
は

誤
解
に
基
づ
く
根
強
い
差

別
意
識
が
あ
る
。
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
空
間
を
広
げ

る
た
め
に
、
市
独
自
の
条

例
を
つ
く
る
自
治
体
が
増

え
て
き
た
。
目
的
は
そ
の

過
程
に
市
民
を
巻
き
込
み

当
事
者
の
話
を
直
に
聞
く

場
を
つ
く
る
こ
と
だ
。
水

俣
市
で
も
条
例
を
つ
く
る

考
え
は
な
い
か

答　

県
が
策
定
し
て
お
り
、

そ
れ
を
活
用
し
た
い
。

問
　
自
治
体
が
市
民
向
け

に
観
光
ガ
イ
ド
養
成
講
座

を
実
施
し
、
そ
の
受
講
者

が
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を

担
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
四
条
畷
な
わ
て

市
で
は
、
独

自
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
開
発
し
て
、
年
間

５
０
０
人
の
参
加
者
を
呼

び
込
ん
で
い
る
。
地
元
の

歴
史
や
文
化
、
特
産
品
な

ど
を
住
民
が
よ
く
知
る
こ

と
は
、
地
元
愛
を
育
て
、

観
光
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

や
っ
て
み
な
い
か

答　

体
制
の
問
題
も
あ
り
、

や
る
つ
も
り
は
な
い
。

髙岡　朱美  議員

（日本共産党）

条例制定で障がい者が
　安心して暮らせる社会を

問
　
事
業
者
は
、
７
区
自

治
会
を
対
象
に
、
長
野
川

上
流
の
43 

ha
の
山
林
を
開

発
し
、
20 

ha
の
森
林
を
伐

採
す
る
と
説
明
し
た
。
住

民
か
ら
土
砂
崩
れ
、
川
の

氾
濫
を
心
配
す
る
声
が
出

た
の
に
対
し
、
基
準
通
り

の
設
計
を
す
る
と
し
か
答

え
な
か
っ
た
。
基
準
で
は
、

最
大
雨
量
は
時
間
あ
た
り

何
ミ
リ
か

答　

一
日
あ
た
り
４
０
０

ml
、
50
年
に
一
度
の
雨
量

と
の
説
明
だ
。

問
　
気
象
庁
は
、
50
年
に

一
度
の
雨
と
は
３
時
間
あ

た
り
１
８
９
ml
と
し
て
い

る
。
長
野
川
は
こ
の
雨
量

以
下
で
も
溢
れ
る
気
が
す

る
が
、
調
査
は
し
て
あ
る

の
か
。
も
し
溢
れ
る
よ
う

な
ら
設
計
の
前
提
自
体
が

崩
れ
る
と
思
う
が
、
そ
の

場
合
の
許
認
可
の
判
断
は

ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
事
業
で
市
の

税
収
は
増
え
る
の
か

答　

調
査
は
し
て
い
な
い
。

そ
の
よ
う
な
心
配
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

今
後
、
調
査
の
必
要
性
を

判
断
す
る
た
め
の
調
査
を

し
て
い
く
。
許
認
可
に
つ

い
て
は
県
が
判
断
す
る
。

税
収
に
つ
い
て
は
、
個
別

の
ケ
ー
ス
は
答
え
ら
れ
な

い
が
、
一
般
的
に
は
増
え

る
。

障
が
い
者
の

雇
用
に
つ
い
て

観
光
振
興
に
つ
い
て

　
長
野
地
区
に
予
定
さ
れ
て
い
る

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
に
つ
い
て

降雨後の長野川
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水
俣
病
に
つ
い
て

「
日
本
の
環
境
首
都
み
な
ま
た
」
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
つ
い
て

問
　
水
俣
市
民
は
有
機
水

銀
の
影
響
を
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
が
受
け
て
い
る
。

数
字
で
言
う
と
認
定
者
１
，

０
０
７
人
、
１
９
９
５
年

の
政
治
解
決
１
，
５
８
２

人
、
特
措
法
７
，
６
６
１

人
で
あ
る
。
こ
の
数
を
市

長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か答　

患
者
さ
ん
が
こ
れ
だ

け
救
済
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
少
な
く
な
い
数
で
あ
る

と
思
う
。

問
　
市
民
に
は
こ
れ
だ
け

多
く
被
害
を
受
け
た
方
が

い
る
。
そ
の
患
者
さ
ん
の

周
辺
に
は
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
患
者
さ
ん
が
お
ら
れ

る
こ
と
は
論
理
で
考
え
て

も
想
定
が
つ
く
。
現
に
熊

本
大
学
水
俣
病
第
二
次
研

究
班
は
胎
児
性
患
者
さ
ん

た
ち
が
生
ま
れ
た
時
期
に

も
っ
と
広
範
囲
に
健
康
被

害
が
あ
る
こ
と
を
発
表
し

た
。
ま
た
、
２
０
０
９
年

不
知
火
海
沿
岸
住
民
健
康

調
査
実
行
委
員
会
は
、
昭

和
44
年
以
降
に
生
ま
れ
た

住
民
の
健
康
被
害
を
発
表

し
た
。
ど
れ
だ
け
の
人
た

ち
が
健
康
被
害
を
受
け
た

の
か
全
面
的
な
調
査
を
し

問
　
水
俣
市
は
「
日
本
の

環
境
首
都
」
の
称
号
を
日

本
た
だ
一
つ
い
た
だ
い
て

い
る
。
今
年
に
な
っ
て
こ

の
称
号
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使

用
を
し
な
い
よ
う
に
指
示

を
出
し
た
と
聞
く
が
事
実

か答　

市
長
が
ロ
ゴ
マ
ー
ク

使
用
に
つ
い
て
指
示
を
出

し
た
こ
と
は
な
い
。

問
　
環
境
首
都
の
称
号
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。
ま
た
、
一
定

の
決
ま
り
は
あ
る
と
し
て

も
各
課
に
お
い
て
名
刺
や

さ
ま
ざ
ま
の
文
書
に
お
い

て
使
用
す
る
こ
と
は
構
わ

　

水
俣
川
河
口
臨
海
部

　

　
　
　
振
興
構
想
に
つ
い
て

野中　重男  議員

（日本共産党）

水俣川河口臨海部振興構想の中心
は護岸整備と認めチッソにも応分
の費用負担を求めよ

な
い
か

答　

こ
の
称
号
を
い
た
だ

い
た
こ
と
は
市
民
の
高
い

意
識
に
基
づ
く
活
動
と
努

力
の
積
み
重
ね
で
あ
る
。

使
用
に
つ
い
て
は
構
わ
な

い
。

問
　
水
俣
川
河
口
臨
海
部

振
興
構
想
に
お
い
て
市
長

は
水
産
振
興
と
産
業
の
活

性
化
と
し
か
言
わ
な
い
。

し
か
し
、
市
長
が
６
月
議

会
に
提
出
し
た
予
算
説
明

資
料
で
は
、
老
朽
化
し
た

道
路
施
設
の
護
岸
の
安
定

化
が
図
ら
れ
と
か
、
老
朽

化
し
た
道
路
構
造
物
の
補

修
及
び
新
設
道
路
整
備
を

事
業
の
効
果
と
し
て
掲
げ

て
い
る
。

　
ま
た
前
本
山
副
市
長
は

護
岸
補
強
が
第
一
の
目
的

と
掲
げ
て
い
た
。
な
ぜ
護

岸
強
化
の
こ
と
は
言
わ
な

い
の
か

答　

私
の
認
識
は
水
産
業

の
振
興
と
産
業
の
発
展
と

考
え
て
い
る
。

な
い
と
実
態
は
わ
か
ら
な

い
。
環
境
省
は
ど
う
あ
れ

市
長
は
調
査
す
べ
き
と
思

わ
な
い
か

答　

国
か
ら
指
示
が
あ
っ

て
か
ら
調
査
さ
れ
る
べ
き

も
の
と
考
え
る
。
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問
　
全
国
の
児
童
相
談
所

が
平
成
29
年
度
に
対
応
し

た
児
童
虐
待
件
数
は
過
去

最
多
の
13
万
３
，
７
７
８
件
、

調
査
を
始
め
た
１
９
９
０

年
度
か
ら
29
年
連
続
で
増

え
続
け
て
い
る
。
先
般
の

目
黒
区
に
お
け
る
女
児
虐

待
死
亡
事
件
の
よ
う
な
痛

ま
し
い
事
件
が
二
度
と
起

こ
ら
な
い
よ
う
一
刻
も
早

い
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
が
、
そ
こ
で
、

水
俣
市
で
児
童
虐
待
は
起

き
て
い
る
の
か

答　

本
市
に
お
け
る
児
童

虐
待
の
状
況
は
、
相
談
件

数
は
93
件
の
相
談
が
あ
っ

て
い
る
。
相
談
内
容
が
複

雑
化
し
て
い
る
と
の
認
識

を
持
っ
て
お
り
、
関
係
機

関
等
と
連
帯
し
な
が
ら
、

緊
急
的
対
応
並
び
に
防
止

対
策
に
努
め
て
い
る
。

問
　
今
、
検
討
し
て
い
る

が
、
移
行
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
。
移
行
す
る
こ
と

で
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

県
内
他
市
の
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

移
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

答　

地
方
公
営
企
業
へ
の

移
行
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
１
月
総
務
大
臣
通
知

等
に
お
い
て
、
地
方
公
営

企
業
法
を
適
用
し
、
平
成

32
年
４
月
ま
で
に
移
行
す

る
よ
う
要
請
が
あ
っ
て
お

り
、
平
成
31
年
ま
で
を

「
集
中
取
組
期
間
」
と
し

て
、
以
降
に
か
か
る
費
用

に
つ
い
て
の
財
源
措
置
が

国
か
ら
図
ら
れ
る
。
水
道

局
と
の
統
合
は
平
成
32
年

４
月
の
移
行
を
目
指
す
。

問
　
日
の
出
建
材
は
市
内

に
建
売
住
宅
や
ア
パ
ー
ト

経
営
を
し
て
お
り
、
自
社

児
童
虐
待
に
つ
い
て

公
共
下
水
道
工
事
事

業
の
地
方
公
営
企
業

へ
の
移
行
に
つ
い
て

下
水
道
区
域
内
の
汲

み
取
り
に
つ
い
て

国
保
水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

Ｈ
Ｃ
Ｕ
新
設
改
修
工
事
入
札
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
空
調

設
備
に
つ
い
て

で
接
続
工
事
は
で
き
る
の

に
、
古
賀
町
に
日
の
出
建

材
が
所
有
す
る
家
屋
に
つ

い
て
は
、
公
共
の
汚
水
枝

線
工
事
を
し
て
い
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
未
だ
何
も
し

て
い
な
い
。
市
と
し
て
、

日
の
出
建
材
に
対
し
て
、

何
ら
か
の
措
置
要
望
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
私
道
へ
の
下

水
道
設
置
申
請
の
提
出
は

い
つ
だ
っ
た
の
か

答　

御
指
摘
の
私
道
に
か

か
わ
る
６
戸
の
う
ち
３
戸

か
ら
平
成
28
年
３
月
７
日

付
で
提
出
さ
れ
て
い
る
。

問
　
今
回
の
入
札
で
な
ぜ

成
立
し
な
か
っ
た
の
か

答　

委
託
し
た
設
計
業
務

に
よ
る
と
、
経
済
情
勢
や

需
給
の
状
況
に
よ
り
、
一

部
部
材
等
で
基
準
額
と
実

勢
額
に
乖か
い

離り

が
生
じ
た
可

能
性
が
あ
り
、
入
札
が
不

調
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

現
在
、
見
直
し
を
行
い
、

再
度
、
入
札
を
実
施
す
る

準
備
を
進
め
て
い
る
。

問
　
小
中
学
校
空
調
設

備
設
置
に
つ
い
て
、
設

計
業
務
委
託
料
、
１
２
，

７
７
３
千
円
を
計
上
し
て

る
が
、
設
置
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か

答　

総
事
業
費
６
億
円
と

見
込
ん
で
来
年
度
中
に
交

付
金
の
採
択
が
あ
り
次
第
、

早
急
に
設
置
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
る
。

松本　和幸  議員

（自由民主党）

来年度、総額６億、小中学校エアコン設置
髙岡市長選挙公約実現に向けて
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問
　
地
域
リ
サ
イ
ク
ル
時

の
道
具
箱
を
地
域
保
管
に

し
た
成
果
は

答　

道
具
箱
の
運
搬
及
び

配
布
車
両
の
コ
ス
ト
が
削

減
で
き
た
。

問
　
水
俣
市
全
地
域
の
生

ご
み
収
集
が
６
月
よ
り
始

ま
り
成
果
を
ど
う
考
え
て

い
る
か

答　

可
燃
ご
み
混
入
の
生

ご
み
が
減
少
し
、
月
平
均

約
21
．
５
ト
ン
の
処
理
費

の
削
減
効
果
が
出
て
い
る
。

問
　
生
ご
み
処
理
の
家
庭

版
、
キ
エ
ー
ロ
無
償
貸
与

実
施
の
現
状
と
今
後
の
取

り
組
み
は

答　

生
ご
み
が
確
実
に

分
解
・
無
臭
に
な
る
た

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
制
度
に
つ
い
て

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て

高校生まで医療費無料化の
早期実現を

め
、
申
込
者
が
増
え
て
い

る
。
現
在
６
４
７
世
帯
が

設
置
し
、
生
ご
み
の
減
量
、

市
の
処
理
費
用
の
削
減
と

な
っ
て
い
る
。
全
世
帯
の

１
割
設
置
を
目
指
す
。

問
　
キ
エ
ー
ロ
の
導
入
で
、

ど
れ
く
ら
い
の
経
費
削
減

効
果
が
あ
る
の
か

答　

５
年
間
で
約
７
０
０

万
円
の
経
費
削
減
と
な
る
。

問
　
高
校
生
ま
で
医
療
費

無
料
化
を
実
施
し
て
い
る

自
治
体
は

答　

県
内
45
市
町
村
の
う

ち
15
自
治
体
で
あ
る
。

問
　
高
校
生
を
医
療
費
助

成
し
た
場
合
の
金
額
は

答　

年
間
約
７
７
０
万
円

で
あ
る
。

問
　
高
校
生
ま
で
医
療
費

無
料
化
を
実
施
し
て
は
ど

う
か

答　

早
期
実
現
に
向
け
、

検
討
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
県
内
の
医
療
機
関
受

診
を
、
現
物
給
付
を
検
討

で
き
な
い
か

答　

県
下
14
市
の
う
ち
６

市
が
、
県
内
医
療
機
関
の

外
来
受
診
の
際
、
個
人
の

立
て
替
え
払
い
で
な
い
現

物
給
付
を
実
施
し
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
現
物
給

付
を
検
討
し
た
い
。

問
　
子
ど
も
医
療
費
助
成

対
象
の
拡
充
は
市
と
し
て

の
費
用
負
担
が
増
額
と
な

る
が

答　

少
子
化
が
進
む
中
、

水
俣
市
の
将
来
を
担
う
大

切
な
子
ど
も
た
ち
の
疾
病

の
早
期
治
療
、
健
康
の
保

持
及
び
健
全
な
育
成
と
子

育
て
世
代
へ
の
経
済
的
支

援
と
し
て
、
必
要
な
費
用

で
あ
る
。

問
　
医
療
費
助
成
対
象
を

高
校
生
ま
で
の
拡
充
を
具

体
的
に
い
つ
か
ら
実
施
す

る
の
か

答　

可
能
な
限
り
、
早
期

実
現
に
向
け
、
検
討
す
る
。

問
　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

に
よ
る
事
故
件
数
は

答　

平
成
29
年
の
交
通
事

故
は
62
件
で
あ
り
、
高
齢

者
が
第
一
当
事
者
の
交
通

事
故
は
20
件
で
あ
る
。

問
　
こ
こ
数
年
の
運
転
免

許
自
主
返
納
状
況
は

答　

平
成
28
年
度
が
85
人
、

牧下　恭之  議員

（公明党）

29
年
度
が
１
０
６
人
で
あ

る
。

問
　
運
転
免
許
自
主
返
納

特
典
手
続
き
の
簡
素
化
は

で
き
な
い
か

答　

自
主
返
納
特
典
も
代

理
手
続
き
を
検
討
す
る
。

窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

も
必
要
だ
と
認
識
し
て
い

る
。

問
　
特
典
制
度
を
地
域
に

沿
っ
た
支
援
制
度
に
で
き

な
い
か

答　

他
市
の
支
援
情
報
を

参
考
に
、
制
度
の
見
直
し

を
関
係
各
課
と
連
携
し
、

検
討
を
早
急
に
進
め
る
。
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問
　
髙
岡
市
長
の
も
と
で

初
め
て
策
定
さ
れ
る
第
６

次
水
俣
市
総
合
計
画
の
中

に
、
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

れ
る
の
か

答　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲

げ
た
「
地
元
商
工
業
と
連

携
し
た
地
域
経
済
の
活
性

化
」「
子
育
て
支
援
の
充

実
」「
観
光
資
源
や
農
林

水
産
物
の
磨
き
上
げ
」
な

ど
の
政
策
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
素
案
作
成
過
程

の
中
で
反
映
す
る
。

問
　
第
５
次
総
合
計
画

に
設
定
し
て
い
た
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
策
の
数
値
目
標

の
検
証
結
果
は
「
一
定
の

第
６
次
水
俣
市
総

合
計
画
に
つ
い
て

成
果
を
上
げ
た
」
ま
た
は

「
概
ね
成
果
を
上
げ
た
」

と
結
論
づ
け
て
い
る
。
し

か
し
、
市
民
意
識
の
調
査

結
果
で
も
明
か
な
よ
う
に

「
経
済
が
下
向
き
で
あ

る
」「
観
光
業
・
工
業
分
野

を
拡
大
し
て
欲
し
い
」「
雇

用
環
境
を
改
善
し
て
欲
し

い
」
と
の
結
果
が
出
て
い

る
。
そ
も
そ
も
数
値
目
標

が
低
い
の
で
は
な
い
か

答　

市
が
行
っ
た
４
段
階

評
価
の
う
ち
、
Ｃ
評
価
の

「
一
定
の
成
果
を
上
げ

た
」
施
策
や
基
本
事
業
の

中
に
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
充

分
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
も

の
が
含
ま
れ
、
結
果
と
し

て
市
民
感
覚
に
乖か
い

離り

が
生

じ
た
の
で
は
無
い
か
と
考

え
る
数
値
目
標
は
、
全
て

が
妥
当
で
あ
っ
た
と
は
考

え
て
お
ら
ず
、
第
６
次
で

は
よ
り
適
正
な
数
値
目
標

の
設
定
を
図
る
と
と
も
に
、

外
部
専
門
家
の
意
見
も
取

り
入
れ
な
が
ら
効
果
的
な

評
価
の
仕
組
み
を
構
築
す

る
。

問
　
国
の
打
ち
出
す
地
方

創
生
の
施
策
、
例
え
ば

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

や
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
水

俣
市
は
他
の
自
治
体
の
成

功
を
後
追
い
す
る
負
け
組

で
あ
っ
た
と
感
じ
る
。
柔

軟
か
つ
積
極
的
に
新
た
な

施
策
に
挑
戦
す
る
姿
勢
を

盛
り
込
む
こ
と
は
で
き
な

変化を実感出来る
　　　　第６次総合計画を

い
か
。

答　

指
摘
さ
れ
た
点
は
、

今
後
の
市
政
に
お
い
て
大

切
な
要
素
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
行
政
が
ど
こ
ま

で
本
気
に
な
り
、
市
民
と

一
緒
に
な
っ
て
水
俣
の
持

つ
可
能
性
を
引
き
出
し
、

地
域
を
元
気
に
し
て
い
る

か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
は
こ
れ
ま
で
の

「
待
ち
」
の
姿
勢
か
ら

「
攻
め
」
の
姿
勢
に
転
じ

る
必
要
が
あ
り
、
ま
ず
は

市
長
自
ら
様
々
な
課
題
に

取
り
組
み
、
職
員
の
意
識

改
革
を
推
進
し
て
い
く
決

意
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
、
迅
速
か
つ
積
極
的

に
地
域
課
題
の
解
決
に
挑

戦
す
る
姿
勢
を
総
合
計
画

に
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

庁
舎
建
て
替
え
に
つ
い
て

谷口　明弘  議員

（真志会）

問
　
建
物
配
置
の
方
向
性

が
決
定
し
た
と
の
事
だ
が
、

そ
の
特
徴
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か

答　

地
震
に
対
し
て
も
防

災
拠
点
と
し
て
機
能
す
る

免
震
構
造
を
採
用
し
、
建

物
１
階
の
床
高
を
１
ｍ
か

さ
上
げ
し
、
主
要
窓
口
や

執
務
室
を
２
階
以
上
に
配

置
す
る
こ
と
で
、
想
定
外

の
水
害
か
ら
も
守
ら
れ
る
。

ま
た
、
来
庁
者
駐
車
場
も

旧
庁
舎
の
61
台
か
ら
、
ピ

ロ
テ
ィ
ー
駐
車
場
を
含
め

１
１
０
台
前
後
の
駐
車
場

に
ほ
ぼ
倍
増
。
こ
の
ピ
ロ

テ
ィ
ー
駐
車
場
は
屋
内
の

利
点
を
活
か
し
災
害
時
の

炊
き
出
し
や
救
援
物
資
の

受
け
渡
し
が
行
え
る
災
害

活
動
拠
点
と
し
て
利
用
可

能
と
な
る
。

問
　
２
階
に
主
要
窓
口
を

集
約
す
る
と
の
事
だ
が
、

２
階
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
導
入
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か

答　

建
設
費
や
維
持
管
理

費
の
検
討
を
行
い
、
総
合

的
に
判
断
し
た
い
。
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問
　
市
営
住
宅
の
入
居
可

能
戸
数
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

答　
現
在
、
17
団
地
８
２
７

戸
を
管
理
し
て
お
り
、
平

成
34
年
度
ま
で
に
除
却
及

び
新
築
が
予
定
通
り
推
移

す
れ
ば
10
団
地
６
７
２
戸

に
な
る
計
画
で
あ
る
。

問
　
国
土
交
通
省
が
進
め

る
「
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
制
度
」
と
は

答　

高
齢
者
や
障
が
い
者
、

問
　
条
例
の
主
た
る
目
的

は
何
か

答　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

を
地
域
全
体
で
支
援
し
て

い
く
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
へ
の
奨
励
や
環
境
整
備

等
へ
基
金
を
活
用
す
る
。

問
　
企
業
や
市
民
等
か
ら

の
寄
附
の
方
法
は

答　

現
金
や
口
座
振
込
が

主
に
な
る
が
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
や
コ
ン
ビ
ニ
払
い
も
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

問
　
従
来
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
補
助
金
の
取
り
組
み
よ

り
も
充
実
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
か

答　

全
国
大
会
等
へ
の
奨

励
金
を
充
実
で
き
る
。
ま

た
小
学
校
運
動
部
活
動
が

社
会
体
育
活
動
へ
移
行
す

る
際
、
支
援
を
行
う
。
他

に
も
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

と
の
交
流
事
業
や
指
導
者

育
成
事
業
等
も
考
え
て
い

る
。

問
　
寄
附
者
及
び
指
導
者
、

保
護
者
等
の
関
係
者
と
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
子
ど

も
た
ち
と
の
橋
渡
し
と
し

て
、
年
度
当
初
に
結
団
式

を
行
う
の
は
ど
う
か

答　

寄
附
の
継
続
、
基
金

や
活
動
の
充
実
と
い
う
相

乗
効
果
を
図
っ
て
い
く
た

め
、
今
後
発
足
予
定
の
運

営
委
員
会
で
検
討
す
る
。

水
俣
市
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
基
金

多

様

な

住

環

境

の

整

備

市
保
有
施
設
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

子
育
て
世
代
等
の
住
宅
確

保
に
配
慮
が
必
要
な
方
に

対
し
て
、
民
間
の
空
き
家

や
空
き
地
を
活
用
し
て
、

入
居
を
拒
ま
な
い
賃
貸
住

宅
の
供
給
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

問
　
現
状
の
課
題
は
何
か

答　

市
営
住
宅
へ
の
申
し

込
み
で
約
４
割
が
高
齢
者

世
帯
、
ま
た
一
時
的
に
住

宅
確
保
を
要
す
る
Ｄ
Ｖ
被

害
者
や
ホ
ー
ム
レ
ス
、
生

活
困
窮
者
等
へ
の
対
応
が

あ
る
。

問
　
民
間
不
動
産
業
者
等

か
ら
の
相
談
に
は
協
力
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が

答　

相
談
が
あ
れ
ば
、
関

係
各
課
で
取
り
扱
い
を
協

議
し
て
い
く
。

小路　貴紀  議員

（水進会）

問
　
小
中
学
校
空
調
設
備

設
置
の
設
計
業
務
委
託
料

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

設
計
期
間
は
ど
の
程
度
か

答　

委
託
契
約
の
入
札
か

ら
設
計
ま
で
の
期
間
は
、

来
年
３
月
ま
で
を
予
定
し

て
い
る
。

問
　
総
合
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
を
望
む
声
が

高
ま
っ
て
い
る
が

答　

利
用
者
の
健
康
面
配

慮
、
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
開
催
す
る
上
で
は

欠
か
せ
な
い
が
、
財
政
状

況
等
を
見
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。

問
　
現
在
、
仮
庁
舎
で
は

電
力
供
給
・
使
用
の
実
証

試
験
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
の
官
民
連
携
に
よ
る
地

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
会
社

の
設
立
に
向
け
て
、
市
保

有
施
設
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
伴
う
電
力
供
給
に
関

す
る
協
議
の
準
備
は
考
え

ら
れ
な
い
か

答　

中
長
期
的
な
視
点
で
、

削
減
し
た
電
気
料
金
を
市

民
に
還
元
す
る
方
法
の
一

つ
と
し
て
は
有
益
で
あ
る

と
考
え
る
。

地域の宝である子どもたちへの
　　新たな支援策は市民も歓迎する
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秋
が
深
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
は
、
黄
金
色
に
染
ま
り
、
収

穫
を
待
つ
ば
か
り
で
す
。
小
学
校
の

運
動
会
。
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
け
な
げ
に
頑
張
る
姿
に

目
頭
が
熱
く
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
議
会
だ
よ
り
に
は
、
議

会
の
庁
舎
建
替
等
対
策
特
別
委
員
会

の
視
察
報
告
を
特
集
し
ま
し
た
。
何

と
言
っ
て
も
新
庁
舎
は
、
市
民
に

と
っ
て
「
防
災
」「
く
ら
し
」「
心
」

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
よ
う
、
建
設

を
進
め
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

議
会
で
も
様
々
な
角
度
で
真
剣
に
検

討
、
提
案
を
し
、
関
連
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
報
告
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
委
員
（
委
員
は
50
音
順
）

　
　

委
員
長
　
藤
本
　
寿
子

　
　
副
委
員
長
　
髙
岡
　
朱
美

　
　
委
　
　
員
　
岩
阪
　
雅
文

　
　
　
〃
　
　
　
岩
村
　
龍
男

　
　
　
〃
　
　
　
桑
原
　
一
知

　
　
　
〃
　
　
　
小
路
　
貴
紀

　
　
　
〃
　
　
　
塩
﨑
　
達
朗

　
　
　
〃
　
　
　
田
中
　
睦

議
会
事
務
局
員
　
上
田
　
純
　
　

８月３日　議会運営委員会・各派代表者会議
８月５日　第43回水俣競り舟大会（招待レース）
８月７日　庁舎建替等対策特別委員会行政視察
　～９日　（山梨県甲府市、東京都町田市、埼玉

県桶川市）
８月20日　県下市議会議員研修会
８月24日　議会運営委員会・各派代表者会議
 庁舎建替等対策特別委員会
８月31日　平成30年第３回水俣市議会定例会開会
９月11日　一般質問
　～13日
９月14日　各常任委員会
９月19日　水俣芦北広域行政事務組合議会全員協

議会
９月21日　平成30年第３回水俣市議会定例会閉会
９月27日　庁舎建替等対策特別委員会
９月28日　秋の交通安全運動啓発活動

（Ｈ30.8.1～9.30）

市議会ホームページから議会の動画や会議録をご覧いただけます！

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「水俣市議会会議録検索」

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「議会インターネット中継」

水俣市  議会 検索

Ｑ．質問や答弁の内容を調べたいんだけど？
Ａ. 質問や答弁のキーワードで検索できます！

Ｑ．市議会の様子を見てみたいけど？
Ａ. 当日の中継や過去の議会も見られます！

インターネット中継、会議録検索で不明な点は市議会事務局（TEL61－1661）までお問い合わせください

８月２日　○福岡県大刀洗町議会

　　　　　・環境モデル都市づくりについて

　　　　　・ごみ分別収集・リサイクル推進施策

の取り組みについて

８月８日　○富山県高岡市議会

　　　　　・コミュニティバス（みなくるバス）

の運行について

８月23日　○埼玉県八潮市議会

　　　　　○東京都東村山市議会 

　　　　　○東京都小金井市議会

　　　　　・環境モデル都市づくりについて

　　　　　・ごみの分別について

　　　　　・水俣病資料館見学

　　　　　・エコタウン見学

（Ｈ30.8.1～9.30）
他市町村からの視察議 会 の 主 な 動 き
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